
(57)【要約】

【課題】　容易な調節により端末からの声を適切な音量

で受信し、調節状況を確認する。

【解決手段】　多地点間会議に参加している複数の端末

１０２－１～１０２－ｎを中継、制御する中継制御装置

１０１内に設けられたＤＴＭＦ信号抽出命令解読部２０

３－１～２０３－ｎにおいて、端末１０２－１～１０２

－ｎから送信された音声データからＤＴＭＦ信号を抽出

し、抽出されたＤＴＭＦ信号による命令を解読し、解読

された命令にしたがって、ミキサ２０４－１～２０４－

ｎにおいてＤＴＭＦ信号が抽出された音声データの音量

を調節し、調節した状況を通知する。これにより、自端

末もしくは他の端末の音声データの音量を端末１０２－

１～１０２－ｎからそれぞれ調節することができ、その

調節された音量調節状況について端末１０２－１～１０

２－ｎ上で確認することができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー タ の 中 継 及 び 制 御 を 行 う
中 継 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 抽 出 す る Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 手 段
と 、
　 前 記 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 に よ る 命 令 を 解 読 す る 命 令
解 読 手 段 と 、
　 前 記 命 令 解 読 手 段 に よ っ て 解 読 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を
調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 中 継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た 中 継 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 抽 出 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会
議 に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 抽 出 さ
れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 中 継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー タ の 中 継 及 び 制 御 を 行 う
中 継 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら 音 声 を 検 出 し 、 該 音 声 が 検 出 さ れ な か っ た 場 合
に 、 音 量 を 調 節 す る 命 令 を 出 力 す る 音 声 検 出 手 段 と 、
　 前 記 音 声 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を
調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 中 継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 し た 中 継 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ の 検 出 が 行 わ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る
少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ の 検 出 が 行 わ れ た 端 末 の
音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 中 継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー タ の 中 継 及 び 制 御 を 行 う
中 継 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 す る 音 声 認 識 手 段 と 、
　 前 記 音 声 認 識 手 段 に よ っ て 認 識 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を
調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 中 継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 し た 中 継 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加
す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 さ れ
た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 中 継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー タ の 中 継 及 び 制 御 を 行 う
中 継 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 と の 差 分
を 計 算 し 、 該 計 算 の 結 果 に 基 づ い て 音 量 を 調 節 す る 命 令 を 出 力 す る 音 量 変 化 検 出 手 段 と 、
　 前 記 音 量 変 化 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音
量 を 調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 中 継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 し た 中 継 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 と
の 差 分 を 計 算 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る
音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 と の 差
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分 を 計 算 さ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 中 継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 中 継 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 音 量 制 御 手 段 に よ っ て 音 量 を 調 節 す る 時 間 を 制 限 す る タ イ マ を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 中 継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 中 継 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 命 令 解 読 手 段 に よ っ て 解 読 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状 況 と し て 前 記 端 末 に 通 知 す る
音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 中 継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の 中 継 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 音 声 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状 況 と し て 前 記 端 末 に 通 知 す る
音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 中 継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ５ ま た は 請 求 項 ６ に 記 載 の 中 継 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 音 声 認 識 手 段 に よ っ て 認 識 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状 況 と し て 前 記 端 末 に 通 知 す る
音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 中 継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 ８ に 記 載 の 中 継 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 音 量 変 化 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状 況 と し て 前 記 端 末 に 通 知
す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 中 継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ０ 乃 至 １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 中 継 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 は 、 音 声 に よ り 音 量 調 節 状 況 を 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 中
継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ０ 乃 至 １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 中 継 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 は 、 映 像 に よ り 音 量 調 節 状 況 を 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 中
継 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 、 該 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー タ の 中
継 及 び 制 御 を 行 う 中 継 制 御 装 置 と を 少 な く と も 有 し て な る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム で あ っ て
、
　 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 抽 出 す る Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 手 段
と 、
　 前 記 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 に よ る 命 令 を 解 読 す る 命 令
解 読 手 段 と 、
　 前 記 命 令 解 読 手 段 に よ っ て 解 読 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を
調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 抽 出 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会
議 に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ
Ｆ 信 号 が 抽 出 さ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 、 該 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー タ の 中
継 及 び 制 御 を 行 う 中 継 制 御 装 置 と を 少 な く と も 有 し て な る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム で あ っ て
、
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　 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら 音 声 を 検 出 し 、 該 音 声 が 検 出 さ れ な か っ た 場 合
に 、 音 量 を 調 節 す る 命 令 を 出 力 す る 音 声 検 出 手 段 と 、
　 前 記 音 声 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を
調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ８ に 記 載 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ の 検 出 が 行 わ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る
少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ の 検 出 が 行 わ れ た 端 末 の
音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 、 該 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー タ の 中
継 及 び 制 御 を 行 う 中 継 制 御 装 置 と を 少 な く と も 有 し て な る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム で あ っ て
、
　 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 す る 音 声 認 識 手 段 と 、
　 前 記 音 声 認 識 手 段 に よ っ て 認 識 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を
調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 ２ ０ に 記 載 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加
す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 さ れ
た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 、 該 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー タ の 中
継 及 び 制 御 を 行 う 中 継 制 御 装 置 と を 少 な く と も 有 し て な る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム で あ っ て
、
　 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、
　 前 記 端 末 か ら の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 と の 差 分
を 計 算 し 、 該 計 算 の 結 果 に 基 づ い て 音 量 を 調 節 す る 命 令 を 出 力 す る 音 量 変 化 検 出 手 段 と 、
　 前 記 音 量 変 化 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音
量 を 調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 ２ ２ に 記 載 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 と
の 差 分 を 計 算 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る
音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 と の 差
分 を 計 算 さ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 １ ６ 乃 至 ２ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、 前 記 音 量 制 御 手 段 に よ っ て 音 量 を 調 節 す る 時 間 を 制 限 す る タ イ マ
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 １ ６ ま た は 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、 前 記 命 令 解 読 手 段 に よ っ て 解 読 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状 況 と し
て 前 記 端 末 に 通 知 す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 と 有 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 請 求 項 １ ８ ま た は 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お い て 、
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　 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、 前 記 音 声 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状 況 と し
て 前 記 端 末 に 通 知 す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 と 有 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 請 求 項 ２ ０ ま た は 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、 前 記 音 声 認 識 手 段 に よ っ て 認 識 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状 況 と し
て 前 記 端 末 に 通 知 す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 と 有 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 請 求 項 ２ ２ ま た は 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、 前 記 音 量 変 化 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状 況
と し て 前 記 端 末 に 通 知 す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 と 有 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 請 求 項 ２ ５ 乃 至 ２ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 は 、 音 声 に よ り 音 量 調 節 状 況 を 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 多
地 点 間 会 議 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 請 求 項 ２ ５ 乃 至 ２ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 は 、 映 像 に よ り 音 量 調 節 状 況 を 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 多
地 点 間 会 議 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 接 続 さ れ た 中 継 制 御 装 置 に て 、 前 記 端 末 が 送 信 す
る 音 声 デ ー タ を 中 継 す る 多 地 点 間 会 議 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ を 受 信 し 、 該 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 抽 出 す
る 処 理 と 、
　 前 記 抽 出 さ れ た Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 に よ る 命 令 を 解 読 す る 処 理 と 、
　 前 記 解 読 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る 処 理 と を 有 す
る 多 地 点 間 会 議 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 請 求 項 ３ １ に 記 載 し た 多 地 点 間 会 議 方 法 に お い て 、
　 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 抽 出 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 少 な く と
も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 抽 出 さ れ た 端
末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 接 続 さ れ た 中 継 制 御 装 置 に て 、 前 記 端 末 が 送 信 す
る 音 声 デ ー タ を 中 継 す る 多 地 点 間 会 議 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら 音 声 を 検 出 し 、 該 音 声 が 検 出 さ れ な か っ た 場 合
に 、 音 量 を 調 節 す る 命 令 を 出 力 す る 処 理 と 、
　 前 記 出 力 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る 処 理 と を 有 す
る 多 地 点 間 会 議 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 請 求 項 ３ ３ に 記 載 し た 多 地 点 間 会 議 方 法 に お い て 、
　 音 声 デ ー タ の 検 出 が 行 わ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末
が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ の 検 出 が 行 わ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調
節 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 接 続 さ れ た 中 継 制 御 装 置 に て 、 前 記 端 末 が 送 信 す
る 音 声 デ ー タ を 中 継 す る 多 地 点 間 会 議 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 す る 処 理 と 、
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　 前 記 認 識 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る 処 理 と を 有 す
る 多 地 点 間 会 議 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 請 求 項 ３ ５ に 記 載 し た 多 地 点 間 会 議 方 法 に お い て 、
　 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の
端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 さ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の
音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 接 続 さ れ た 中 継 制 御 装 置 に て 、 前 記 端 末 が 送 信 す
る 音 声 デ ー タ を 中 継 す る 多 地 点 間 会 議 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 と の 差 分
を 計 算 し 、 該 計 算 の 結 果 に 基 づ い て 音 量 を 調 節 す る 命 令 を 出 力 す る 処 理 と 、
　 前 記 出 力 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る 処 理 と を 有 す
る 多 地 点 間 会 議 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 請 求 項 ３ ７ に 記 載 し た 多 地 点 間 会 議 方 法 に お い て 、
　 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 と
の 差 分 を 計 算 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る
音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 と の 差
分 を 計 算 さ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 請 求 項 ３ １ 乃 至 ３ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 多 地 点 間 会 議 方 法 に お い て 、
　 音 量 を 調 節 す る 時 間 を 制 限 す る 処 理 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 請 求 項 ３ １ 乃 至 ３ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 多 地 点 間 会 議 方 法 に お い て 、
　 前 記 命 令 を 、 音 声 調 節 状 況 と し て 前 記 端 末 に 通 知 す る 処 理 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 多
地 点 間 会 議 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 多 地 点 間 会 議 方 法 に お い て 、
　 前 記 音 量 調 節 状 況 を 音 声 に よ り 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 多 地 点 間 会 議 方 法 に お い て 、
　 前 記 音 量 調 節 状 況 を 映 像 に よ り 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 多 地 点 間 会 議 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 多 地 点 に 存 在 し 、 無 線 ま た は 有 線 に よ っ て 接 続 さ れ た 複 数 の 端 末 間 に て 行 う
多 地 点 間 会 議 に 用 い ら れ る 中 継 制 御 装 置 、 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム 及 び 多 地 点 間 会 議 方 法 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 Ａ Ｄ Ｓ Ｌ や 光 な ど に よ る ネ ッ ト ワ ー ク の 高 速 化 に 伴 い 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し 、
パ ケ ッ ト 化 さ れ た 画 像 や 音 声 の 符 号 化 デ ー タ を 通 信 す る Ｖ ｏ Ｉ Ｐ （ Voice over IP） や Ｔ
Ｖ ｏ Ｉ Ｐ （ TV over IP） と 呼 ば れ る 技 術 を 使 用 し た 双 方 向 通 信 シ ス テ ム 及 び 会 議 シ ス テ ム
が 急 速 に 普 及 し て き て い る 。 そ れ に 伴 い 、 複 数 の 端 末 が 接 続 さ れ て 構 成 さ れ る 多 地 点 間 会
議 シ ス テ ム に つ い て は 、 専 用 端 末 が 必 要 で あ っ た 従 来 の シ ス テ ム か ら 、 パ ソ コ ン を 端 末 と
し て 用 い た シ ス テ ム へ 移 行 さ れ つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 第 三 世 代 携 帯 電 話 で は 、 回 線 交 換 （ Ｃ Ｓ ） 方 式 で の Ｔ Ｖ 電 話 を サ ポ ー ト し て い る
端 末 が あ り 、 こ れ ら の 携 帯 電 話 端 末 と Ｉ Ｐ ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る Ｔ Ｖ ｏ Ｉ Ｐ ク ラ イ ア ン
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ト と を 接 続 す る ゲ ー ト ウ ェ イ も 存 在 し て い る 。 こ れ ら を 用 い て 、 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に
携 帯 電 話 端 末 を 使 用 す る 動 き が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お い て は 、 各 端 末 の 音 量 調 節 が 重 要 課 題 で あ り 、 そ の 音 量 を 調
節 す る 方 法 が 考 え ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ， ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ら の 文 献 に 記 載 さ れ た 多 地 点 間 会 議 装 置 は 、 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お い て 、 会 議
参 加 者 が 、 他 の 会 議 参 加 者 の 声 を 任 意 の 音 量 に 調 節 し て 聞 く こ と が で き る も の で あ り 、 自
端 末 以 外 の 他 の 端 末 の 音 声 を 端 末 毎 に 任 意 の 音 量 に 調 節 す る 手 段 と 、 そ の 音 量 を 調 節 す る
情 報 を 多 地 点 間 会 議 制 御 装 置 に 通 知 す る 手 段 と を 有 し て い る 。 ま た 、 多 地 点 間 会 議 制 御 装
置 は 、 各 端 末 に 音 声 信 号 を 出 力 す る 際 、 各 端 末 か ら 受 信 し た 音 量 を 調 節 す る 情 報 に 基 づ い
て 、 そ れ 以 外 の 端 末 か ら 受 信 し た 音 声 信 号 の 音 量 を 調 節 し 、 各 端 末 に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 任 意 の 端 末 か ら そ れ 以 外 の 端 末 に 対 し て 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ （ Dial Tone Multi Frequenc
y） 信 号 を 使 用 し て 、 送 信 さ れ る 音 量 を 調 節 す る 指 示 を 行 い 、 指 示 さ れ た 端 末 に お い て 指
示 さ れ た 音 量 で 音 声 を 送 信 す る 方 法 も 考 え ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ ， ４ 参 照 。 ）
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ４ ８ ７ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － １ ３ ６ １ ０ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ９ － １ ９ １ ２ ２ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ６ ８ ８ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ ， ２ に 記 載 さ れ た 方 法 に つ い て は 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る
各 端 末 に 、 特 別 に 音 量 調 節 信 号 を 生 成 す る 機 能 あ る い は 装 置 を 設 け な け れ ば な ら な い と い
う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ ， ４ に 記 載 さ れ た 方 法 に つ い て は 、 各 端 末 に Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 検 出 す る
機 能 の 追 加 が 必 要 と な り 、 さ ら に 自 端 末 か ら 送 信 す る 音 量 に つ い て は 、 自 端 末 自 身 で は 調
節 で き な い と い っ た 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 上 述 し た 音 量 調 節 方 法 で は 、 調 節 さ れ た 音 量 調 節 状 況 が 、 各 端 末 に お い て 認 識 さ
れ な い た め 、 例 え ば 、 自 端 末 が ミ ュ ー ト 状 態 に 設 定 さ れ て い る に も か か わ ら ず 、 そ れ に 気
づ か ず 発 言 し て し ま い 、 そ の 発 言 内 容 が 他 の 端 末 に 届 か な い と い っ た 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た よ う な 従 来 の 技 術 が 有 す る 問 題 点 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、
多 地 点 間 会 議 に お い て 容 易 な 調 節 に よ り 各 端 末 か ら 適 切 な 音 量 で 話 す こ と が で き 、 ま た 、
各 端 末 か ら の 音 声 を 適 切 な 音 量 で 聞 く こ と が で き 、 さ ら に 、 そ の 音 量 調 節 状 況 を 端 末 上 で
確 認 す る こ と が で き る 中 継 制 御 装 置 、 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム 及 び 多 地 点 間 会 議 方 法 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、
　 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー タ の 中 継 及 び 制 御 を 行 う
中 継 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 抽 出 す る Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 手 段
と 、
　 前 記 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 に よ る 命 令 を 解 読 す る 命 令
解 読 手 段 と 、
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　 前 記 命 令 解 読 手 段 に よ っ て 解 読 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を
調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 抽 出 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地
点 間 会 議 に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が
抽 出 さ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー タ の 中 継 及 び 制 御
を 行 う 中 継 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら 音 声 を 検 出 し 、 該 音 声 が 検 出 さ れ な か っ た 場 合
に 、 音 量 を 調 節 す る 命 令 を 出 力 す る 音 声 検 出 手 段 と 、
　 前 記 音 声 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を
調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ の 検 出 が 行 わ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参
加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ の 検 出 が 行 わ れ た
端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー タ の 中 継 及 び 制 御
を 行 う 中 継 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 す る 音 声 認 識 手 段 と 、
　 前 記 音 声 認 識 手 段 に よ っ て 認 識 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を
調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議
に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認
識 さ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー タ の 中 継 及 び 制 御
を 行 う 中 継 制 御 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 と の 差 分
を 計 算 し 、 該 計 算 の 結 果 に 基 づ い て 音 量 を 調 節 す る 命 令 を 出 力 す る 音 量 変 化 検 出 手 段 と 、
　 前 記 音 量 変 化 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音
量 を 調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の
音 量 と の 差 分 を 計 算 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出
力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量
と の 差 分 を 計 算 さ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 制 御 手 段 に よ っ て 音 量 を 調 節 す る 時 間 を 制 限 す る タ イ マ を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 前 記 命 令 解 読 手 段 に よ っ て 解 読 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状 況 と し て 前 記 端 末 に 通
知 す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 前 記 音 声 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状 況 と し て 前 記 端 末 に 通
知 す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 前 記 音 声 認 識 手 段 に よ っ て 認 識 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状 況 と し て 前 記 端 末 に 通
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知 す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 変 化 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状 況 と し て 前 記 端 末
に 通 知 す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 は 、 音 声 に よ り 音 量 調 節 状 況 を 通 知 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 は 、 映 像 に よ り 音 量 調 節 状 況 を 通 知 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 、 該 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー
タ の 中 継 及 び 制 御 を 行 う 中 継 制 御 装 置 と を 少 な く と も 有 し て な る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム で
あ っ て 、
　 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 抽 出 す る Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 手 段
と 、
　 前 記 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 手 段 に よ っ て 抽 出 さ れ た Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 に よ る 命 令 を 解 読 す る 命 令
解 読 手 段 と 、
　 前 記 命 令 解 読 手 段 に よ っ て 解 読 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を
調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 抽 出 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地
点 間 会 議 に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ か ら
Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 抽 出 さ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 、 該 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー
タ の 中 継 及 び 制 御 を 行 う 中 継 制 御 装 置 と を 少 な く と も 有 し て な る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム で
あ っ て 、
　 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら 音 声 を 検 出 し 、 該 音 声 が 検 出 さ れ な か っ た 場 合
に 、 音 量 を 調 節 す る 命 令 を 出 力 す る 音 声 検 出 手 段 と 、
　 前 記 音 声 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を
調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ の 検 出 が 行 わ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参
加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ の 検 出 が 行 わ れ た
端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 、 該 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー
タ の 中 継 及 び 制 御 を 行 う 中 継 制 御 装 置 と を 少 な く と も 有 し て な る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム で
あ っ て 、
　 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 す る 音 声 認 識 手 段 と 、
　 前 記 音 声 認 識 手 段 に よ っ て 認 識 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を
調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議
に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認
識 さ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 、 該 複 数 の 端 末 を 互 い に 接 続 し て 音 声 デ ー タ
の 中 継 及 び 制 御 を 行 う 中 継 制 御 装 置 と を 少 な く と も 有 し て な る 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム で あ
っ て 、
　 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、
　 前 記 端 末 か ら の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 と の 差 分
を 計 算 し 、 該 計 算 の 結 果 に 基 づ い て 音 量 を 調 節 す る 命 令 を 出 力 す る 音 量 変 化 検 出 手 段 と 、
　 前 記 音 量 変 化 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音
量 を 調 節 す る 音 量 制 御 手 段 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の
音 量 と の 差 分 を 計 算 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出
力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量
と の 差 分 を 計 算 さ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、 前 記 音 量 制 御 手 段 に よ っ て 音 量 を 調 節 す る 時 間 を 制 限 す る
タ イ マ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、 前 記 命 令 解 読 手 段 に よ っ て 解 読 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状
況 と し て 前 記 端 末 に 通 知 す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 と 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、 前 記 音 声 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状
況 と し て 前 記 端 末 に 通 知 す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 と 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、 前 記 音 声 認 識 手 段 に よ っ て 認 識 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調 節 状
況 と し て 前 記 端 末 に 通 知 す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 と 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 前 記 中 継 制 御 装 置 は 、 前 記 音 量 変 化 検 出 手 段 に よ っ て 出 力 さ れ た 命 令 を 、 音 量 調
節 状 況 と し て 前 記 端 末 に 通 知 す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 と 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 は 、 音 声 に よ り 音 量 調 節 状 況 を 通 知 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 は 、 映 像 に よ り 音 量 調 節 状 況 を 通 知 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 接 続 さ れ た 中 継 制 御 装 置 に て 、 前 記 端 末 が
送 信 す る 音 声 デ ー タ を 中 継 す る 多 地 点 間 会 議 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ を 受 信 し 、 該 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 抽 出 す
る 処 理 と 、
　 前 記 抽 出 さ れ た Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 に よ る 命 令 を 解 読 す る 処 理 と 、
　 前 記 解 読 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る 処 理 と を 有 す
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 抽 出 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 少
な く と も １ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 抽 出 さ
れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 接 続 さ れ た 中 継 制 御 装 置 に て 、 前 記 端 末 が
送 信 す る 音 声 デ ー タ を 中 継 す る 多 地 点 間 会 議 方 法 で あ っ て 、
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　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら 音 声 を 検 出 し 、 該 音 声 が 検 出 さ れ な か っ た 場 合
に 、 音 量 を 調 節 す る 命 令 を 出 力 す る 処 理 と 、
　 前 記 出 力 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る 処 理 と を 有 す
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 音 声 デ ー タ の 検 出 が 行 わ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 少 な く と も １ つ
の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ の 検 出 が 行 わ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音
量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 接 続 さ れ た 中 継 制 御 装 置 に て 、 前 記 端 末 が
送 信 す る 音 声 デ ー タ を 中 継 す る 多 地 点 間 会 議 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 す る 処 理 と 、
　 前 記 認 識 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る 処 理 と を 有 す
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 少 な く と も
１ つ の 端 末 が 出 力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ か ら 命 令 を 認 識 さ れ た 端 末 の 音 声 デ
ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 と 接 続 さ れ た 中 継 制 御 装 置 に て 、 前 記 端 末 が
送 信 す る 音 声 デ ー タ を 中 継 す る 多 地 点 間 会 議 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 端 末 か ら の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 と の 差 分
を 計 算 し 、 該 計 算 の 結 果 に 基 づ い て 音 量 を 調 節 す る 命 令 を 出 力 す る 処 理 と 、
　 前 記 出 力 さ れ た 命 令 に 基 づ い て 、 前 記 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る 処 理 と を 有 す
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 制 御 手 段 は 、 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の
音 量 と の 差 分 を 計 算 さ れ た 端 末 以 外 の 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 少 な く と も １ つ の 端 末 が 出
力 す る 音 声 デ ー タ の う ち 、 音 声 デ ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 に 検 出 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量
と の 差 分 を 計 算 さ れ た 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 音 量 を 調 節 す る 時 間 を 制 限 す る 処 理 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 前 記 命 令 を 、 音 声 調 節 状 況 と し て 前 記 端 末 に 通 知 す る 処 理 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 調 節 状 況 を 音 声 に よ り 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 前 記 音 量 調 節 状 況 を 映 像 に よ り 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に お い て は 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 複 数 の 端 末 を 互 い
に 接 続 し て 音 声 デ ー タ の 中 継 及 び 制 御 を 行 う 中 継 制 御 装 置 に お い て 、 端 末 か ら 送 信 さ れ た
音 声 デ ー タ の 中 か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 抽 出 さ れ 、 抽 出 さ れ た Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 に よ る 命 令 が 解 読
さ れ 、 解 読 さ れ た 命 令 に し た が っ て 音 声 デ ー タ の 音 量 が 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う に 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 す る 端 末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 端 末 に 特 別 な 機 能 を 追
加 す る こ と な く 調 節 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に お い て は 、 中 継 制 御 装 置 に お い て 端 末 か ら 送 信 さ れ た 音 声
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デ ー タ の 中 か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 抽 出 し 、 抽 出 さ れ た Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 に よ る 命 令 を 解 読 し 、 解
読 さ れ た 命 令 に し た が っ て 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 す る 構 成 と し た た め 、 多 地 点 間 会 議 に
お い て 容 易 な 調 節 に よ り 各 端 末 か ら 適 切 な 音 量 で 話 す こ と が で き 、 ま た 、 各 端 末 か ら の 音
声 を 適 切 な 音 量 で 聞 く こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム の 実 施 の 一 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 形 態 は 図 １ に 示 す よ う に 、 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ と 、 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ を 介 し て 接 続
さ れ た 複 数 の 端 末 １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ｎ と か ら 構 成 さ れ て お り 、 各 端 末 １ ０ ２ － １ ～ １
０ ２ － ｎ は 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム を 利 用 し た 多 地 点 間 会 議 に 参 加 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お け る 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の 第 １ の 実 施
の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 本 形 態 に お け る 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ は 、 端 末 １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ｎ
か ら 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 を そ れ ぞ れ 受 信 し て 出 力 す る 受 信 部 ２ ０ １ － １ ～ ２ ０ １ － ｎ と 、
受 信 部 ２ ０ １ － １ ～ ２ ０ １ － ｎ か ら 出 力 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 を 内 部 で 処 理 す る た め
の 内 部 入 力 信 号 に デ コ ー ド し て 出 力 す る デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ ～ ２ ０ ２ － ｎ と 、 デ コ ー ダ ２
０ ２ － １ ～ ２ ０ ２ － ｎ か ら 出 力 さ れ た 内 部 入 力 信 号 か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 抽 出 し 、 内 部 入 力
信 号 を Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 と 音 声 デ ー タ に 分 け 、 検 出 さ れ た Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 解 読 し 、 解 読 さ れ た
命 令 信 号 を 出 力 す る Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １ ～ ２ ０ ３ － ｎ と 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信
号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １ ～ ２ ０ ３ － ｎ か ら 出 力 さ れ た 命 令 信 号 に 基 づ い て 各 端 末 の 音
声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 し 、 調 整 さ れ た 音 量 の 音 声 デ ー タ を 内 部 出 力 信 号 と し て 出 力 す る ミ
キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ と 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ か ら 出 力 さ れ た 内 部 出 力
信 号 を 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 に 変 換 し て 出 力 す る エ ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ ～ ２ ０ ５ － ｎ と 、 エ
ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ ～ ２ ０ ５ － ｎ か ら 出 力 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 が 入 力 さ れ 、 端 末 １
０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ｎ へ 送 信 す る 送 信 部 ２ ０ ６ － １ ～ ２ ０ ６ － ｎ と 、 こ れ ら を 制 御 す る 制
御 部 ２ ０ ７ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ に 示 し た 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ に お け る Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３
－ １ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １ は 、 デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ か ら
出 力 さ れ た 内 部 入 力 信 号 か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 検 出 し 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 と 音 声 デ ー タ と を 分 け
て 出 力 す る Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 部 ３ ０ １ と 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 部 ３ ０ １ か ら 出 力 さ れ た Ｄ Ｔ
Ｍ Ｆ 信 号 の 命 令 を 解 読 し て 命 令 信 号 を 出 力 す る 命 令 解 読 部 ３ ０ ２ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
な お 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － ２ ～ ２ ０ ３ － ｎ に つ い て も 同 様 の 構 成 と す る
。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ４ は 、 図 ２ に 示 し た 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ に お け る ミ キ サ ２ ０ ４ － １ の 構 成 を 示 す 図 で
あ る 。 な お 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － ２ ～ ２ ０ ４ － ｎ に つ い て も 同 様 の 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に ミ キ サ ２ ０ ４ － １ は 、 図 ２ に 示 し た 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信
号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １ ～ ２ ０ ３ － ｎ か ら そ れ ぞ れ 出 力 さ れ た 命 令 信 号 に よ り 、 各 端
末 の 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 し て 出 力 す る 命 令 処 理 部 ４ ０ １ － １ ～ ４ ０ １ － ｎ と 、 命 令 処
理 部 ４ ０ １ － １ ～ ４ ０ １ － ｎ か ら 出 力 さ れ た 各 音 声 デ ー タ を 合 成 し て 内 部 出 力 信 号 と し て

10

20

30

40

50

(12) JP 2006-148816 A 2006.6.8



出 力 す る 合 成 部 ４ ０ ２ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ５ は 、 図 ４ に 示 し た 命 令 処 理 部 ４ ０ １ － １ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 命 令 処 理 部
４ ０ １ － ２ ～ ４ ０ １ － ｎ に つ い て も 同 様 の 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 命 令 処 理 部 ４ ０ １ － １ は 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １ ～
２ ０ ３ － ｎ か ら そ れ ぞ れ 出 力 さ れ た 命 令 信 号 及 び Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １
か ら 出 力 さ れ た 音 声 デ ー タ が 入 力 さ れ 、 入 力 さ れ た 命 令 信 号 と 制 御 部 ２ ０ ７ と の 指 示 に よ
り 、 入 力 さ れ た 音 声 デ ー タ を 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ に 置 換 す る ス ト リ ー ム 置 換 部 ５ ０ １
と 、 入 力 さ れ た 命 令 信 号 と 制 御 部 ２ ０ ７ と の 指 示 に よ り 、 入 力 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 を
調 節 す る 音 量 制 御 部 ５ ０ ２ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ こ で 、 別 の デ ー タ と は 、 例 え ば 白 色 雑 音 や Ｂ Ｇ Ｍ 等 の デ ー タ を 表 す 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 下 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 多
地 点 間 会 議 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ６ は 、 図 １ ～ ５ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お け る 多 地 点 間 会 議 方 法 を 説 明 す る
た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま ず 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 し て い る 端 末 １ ０ ２ － １ か ら 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２
－ ｎ の 音 量 を 調 節 す る た め の Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 音 声 ス ト リ ー ム に 重 畳 さ れ て 送 信 さ れ る （ ス
テ ッ プ Ｓ １ ） 。 な お 、 端 末 １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ｎ の ど の キ ー を 押 す と 、 ど の 端 末 １ ０ ２
－ １ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら の 音 量 を ど の よ う に 調 節 で き る か が 、 予 め シ ス テ ム 全 体 で 決 め ら れ
て お り 、 制 御 部 ２ ０ ７ 内 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 端 末 １ ０ ２ － １ か ら 送 信 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は 、 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の 受 信 部 ２
０ １ － １ に て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 受 信 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は デ コ ー ダ ２
０ ２ － １ へ 出 力 さ れ 、 デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ に お い て 、 内 部 で 処 理 す る た め の 内 部 入 力 信 号
に デ コ ー ド さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 デ コ ー ド さ れ た 内 部 入 力 信 号 は 、 デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部
２ ０ ３ － １ へ 出 力 さ れ 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １ に 入 力 さ れ た 内 部 入 力 信
号 は 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １ 内 の Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 部 ３ ０ １ に お い て 、
通 常 の 音 声 デ ー タ か Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 か が 判 断 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 部 ３ ０ １ に お い て Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 で あ る と 判 断 さ れ た 信 号 は 、 命 令 解 読
部 ３ ０ ２ へ 出 力 さ れ 、 命 令 解 読 部 ３ ０ ２ に お い て 、 制 御 部 ２ ０ ７ に 予 め 設 定 さ れ た 内 容 に
基 づ い て 命 令 が 解 読 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 、 解 読 さ れ た 内 容 が 命 令 信 号 と し て ミ キ サ ２ ０
４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。 一 方 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 部 ３ ０ １ に お い て 音 声 と 判 断
さ れ た 音 声 デ ー タ も 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。 な お 、 他 の 端 末 １ ０
２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ に つ い て も 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ～ Ｓ ５ と 同 様 の
処 理 が 行 わ れ 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ へ 出 力 さ れ た 命 令 信 号 及 び 各 音 声 デ ー タ は 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ 内 の 各
命 令 処 理 部 ４ ０ １ － １ ～ ４ ０ １ － ｎ に 入 力 さ れ 、 そ れ ぞ れ 命 令 信 号 に 基 づ い て 、 そ の 音 声
デ ー タ が 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス ト リ ー ム 置 換 さ れ る デ ー タ か 、 入 力 さ れ た 音 声 デ ー
タ の 音 量 調 節 用 の デ ー タ か が 判 断 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ス ト リ ー ム 置 換 さ れ る デ ー タ で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 、 ス ト リ ー ム 置 換 部 ５ ０ １ に お い
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て 、 音 声 デ ー タ が 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス ト リ ー ム 置 換 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ
れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ） 。 ま た 、 音 量 調 節 用 の デ ー タ と 判 断 さ れ た 場 合 は 、 入 力 さ れ た 音 声
デ ー タ の 音 量 が 命 令 信 号 に よ り 調 節 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ） 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら そ れ ぞ れ 送 信 さ れ た 命 令 信 号 に つ い て は 、
ス テ ッ プ Ｓ ６ ～ Ｓ ８ と 同 様 の 処 理 が 行 わ れ る こ と に よ り 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ －
ｎ か ら 送 信 さ れ た 命 令 信 号 に 基 づ い て 、 各 音 声 デ ー タ は 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス ト リ
ー ム 置 換 さ れ 、 ま た は 、 音 量 が 調 節 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 上 述 し た ス ト リ ー ム 置 換 さ れ た デ ー タ と 、 音 量 が 調 節 さ れ た 音 声 デ ー タ と が 、 合 成 部 ４
０ ２ に お い て 内 部 出 力 信 号 と し て 合 成 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ） 、 エ ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ へ 出
力 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 エ ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ に お い て 、 内 部 出 力 信 号 は 再 び 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 に エ ン コ ー ド
さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ） 、 送 信 部 ２ ０ ６ － １ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 送 信 部 ２ ０ ６ － １ に 入 力 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は 、 端 末 １ ０ ２ － １ に 送 信 さ れ （ ス
テ ッ プ Ｓ １ １ ） 、 端 末 １ ０ ２ － １ に て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 な お 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 検 出 命 令 処 理 部 ２ ０ ３ － ２ ～ ２ ０ ３ － ｎ に つ い て も 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号
検 出 命 令 処 理 部 ２ ０ ３ － １ と 同 様 の 処 理 を 行 い 、 ま た 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － ２ ～ ２ ０ ４ － ｎ に
つ い て も 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ と 同 様 の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 第 １ の 実 施 の 形 態 に 示 し た も の の よ う に 、 端 末 か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 送 信 し て 音 量 を 調 節
す る の で は な く 、 端 末 か ら の 音 声 デ ー タ に 音 声 が 検 出 さ れ な い 場 合 に 、 音 声 デ ー タ に 対 し
て 所 定 の 処 理 を 行 う こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ７ は 、 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お け る 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の 第 ２ の 実 施
の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 形 態 に お け る 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ は 、 図 ２ に 示 し た 中 継 制 御 装 置
１ ０ １ に お け る Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 検 出 命 令 処 理 部 ２ ０ ３ － １ ～ ２ ０ ３ － ｎ が 音 声 検 出 処 理 部 ７
０ ３ － １ ～ ７ ０ ３ － ｎ に 置 き 換 わ っ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ８ は 、 図 ７ に 示 し た 音 声 検 出 処 理 部 ７ ０ ３ － １ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 音 声 検
出 処 理 部 ７ ０ ３ － ２ ～ ７ ０ ３ － ｎ に つ い て も 同 様 の 構 成 と す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 音 声 検 出 処 理 部 ７ ０ ３ － １ は 、 入 力 さ れ た 内 部 入 力 信 号 に 音 声 デ ー タ
が あ る か ど う か が 判 断 さ れ る 音 声 検 出 部 ８ ０ １ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 以 下 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 多
地 点 間 会 議 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 ９ は 、 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 し た 中 継 制 御 装 置 １ ０
１ を 用 い た 場 合 に お け る 多 地 点 間 会 議 方 法 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま ず 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 し て い る 端 末 １ ０ ２ － １ か ら 音 声 ス ト リ ー ム が 送 信 さ れ る （
ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
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　 端 末 １ ０ ２ － １ か ら 送 信 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は 、 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の 受 信 部 ２
０ １ － １ に て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ） 。 受 信 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は デ コ ー ダ
２ ０ ２ － １ へ 出 力 さ れ 、 デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ に お い て 、 内 部 で 処 理 す る た め の 内 部 入 力 信
号 に デ コ ー ド さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ） 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 デ コ ー ド さ れ た 内 部 入 力 信 号 は 、 デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ か ら 音 声 検 出 処 理 部 ７ ０ ３ － １ へ
出 力 さ れ 、 音 声 検 出 処 理 部 ７ ０ ３ － １ に 入 力 さ れ た 内 部 入 力 信 号 は 、 音 声 検 出 処 理 部 ７ ０
３ － １ 内 の 音 声 検 出 部 ８ ０ １ に お い て 、 音 声 の 検 出 処 理 が 行 わ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ ） 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 音 声 検 出 部 ８ ０ １ に お い て 音 声 が 検 出 さ れ た 場 合 は 、 音 声 と し て ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２
０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。 ま た 、 音 声 が 検 出 さ れ な か っ た 場 合 は 、 制 御 部 ２ ０ ７ に 予 め 設 定
さ れ た 命 令 が 音 声 検 出 部 ８ ０ １ か ら 命 令 信 号 と し て ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力
さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ ） 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 な お 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ に つ い て も 、 ス テ ッ
プ Ｓ ２ ２ ～ Ｓ ２ ５ と 同 様 の 処 理 が 行 わ れ 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ へ 出 力 さ れ た 命 令 信 号 及 び 各 音 声 デ ー タ は 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ 内 の 各
命 令 処 理 部 ４ ０ １ － １ ～ ４ ０ １ － ｎ に 入 力 さ れ 、 そ れ ぞ れ 命 令 信 号 に 基 づ い て 、 そ の 音 声
デ ー タ が 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス ト リ ー ム 置 換 さ れ る デ ー タ か 、 入 力 さ れ た 音 声 デ ー
タ の 音 量 調 節 用 の デ ー タ か が 判 断 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ ） 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ス ト リ ー ム 置 換 さ れ る デ ー タ で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 、 ス ト リ ー ム 置 換 部 ５ ０ １ に お い
て 、 音 声 デ ー タ が 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス ト リ ー ム 置 換 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ
れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ ） 。 ま た 、 音 量 調 節 用 の デ ー タ と 判 断 さ れ た 場 合 は 、 入 力 さ れ た 音
声 デ ー タ の 音 量 が 命 令 信 号 に よ り 調 節 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ８
） 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら そ れ ぞ れ 送 信 さ れ た 命 令 信 号 に つ い て は 、
ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ ～ Ｓ ２ ８ と 同 様 の 処 理 が 行 わ れ る こ と に よ り 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０
２ － ｎ か ら 送 信 さ れ た 命 令 信 号 に 基 づ い て 、 各 音 声 デ ー タ は 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス
ト リ ー ム 置 換 さ れ 、 ま た は 、 音 量 が 調 節 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 上 述 し た ス ト リ ー ム 置 換 さ れ た デ ー タ と 、 音 量 が 調 節 さ れ た 音 声 デ ー タ と が 、 合 成 部 ４
０ ２ に お い て 内 部 出 力 信 号 と し て 合 成 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ９ ） 、 エ ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ へ
出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 エ ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ に お い て 、 内 部 出 力 信 号 は 再 び 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 に エ ン コ ー ド
さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ） 、 送 信 部 ２ ０ ６ － １ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 送 信 部 ２ ０ ６ － １ に 入 力 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は 、 端 末 １ ０ ２ － １ に 送 信 さ れ （ ス
テ ッ プ Ｓ ３ １ ） 、 端 末 １ ０ ２ － １ に て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ） 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 な お 、 音 声 検 出 処 理 部 ７ ０ ３ － ２ ～ ７ ０ ３ － ｎ に つ い て も 、 音 声 検 出 処 理 部 ７ ０ ３ － １
と 同 様 の 処 理 を 行 い 、 ま た 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － ２ ～ ２ ０ ４ － ｎ に つ い て も 、 ミ キ サ ２ ０ ４ －
１ と 同 様 の 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 第 １ の 実 施 の 形 態 に 示 し た も の の よ う に 、 端 末 か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 送 信 し て 音 量 を 調 節
す る の で は な く 、 端 末 か ら の 特 定 の 音 声 デ ー タ に よ り 指 示 を 行 い 、 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調
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節 す る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 図 １ ０ は 、 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お け る 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の 第 ３ の 実
施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 本 形 態 に お け る 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ は 、 図 ２ に 示 し た 中 継 制 御 装
置 １ ０ １ に お け る Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 検 出 命 令 処 理 部 ２ ０ ３ － １ ～ ２ ０ ３ － ｎ が 音 声 認 識 命 令 解
読 部 １ ０ ０ ３ － １ ～ １ ０ ０ ３ － ｎ に 置 き 換 わ っ た も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 図 １ １ は 、 図 １ ０ に 示 し た 音 声 認 識 命 令 解 読 部 １ ０ ０ ３ － １ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 な
お 、 音 声 認 識 命 令 解 読 部 １ ０ ０ ３ － ２ ～ １ ０ ０ ３ － ｎ に つ い て も 同 様 の 構 成 と す る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 音 声 認 識 命 令 解 読 部 １ ０ ０ ３ － １ は 、 入 力 さ れ た 内 部 入 力 信 号 の 音
声 を 認 識 し 、 特 定 の 音 声 に つ い て 命 令 信 号 に 変 換 す る 音 声 認 識 部 １ １ ０ １ か ら 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 以 下 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 多
地 点 間 会 議 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 １ ２ は 、 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に 図 １ ０ 及 び 図 １ １ に 示 し た 中 継 制 御 装
置 １ ０ １ を 用 い た 場 合 に お け る 多 地 点 間 会 議 方 法 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ま ず 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 し て い る 端 末 １ ０ ２ － １ か ら 音 声 ス ト リ ー ム が 送 信 さ れ る （
ス テ ッ プ Ｓ ４ １ ） 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 端 末 １ ０ ２ － １ か ら 送 信 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は 、 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の 受 信 部 ２
０ １ － １ に て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ） 。 受 信 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は デ コ ー ダ
２ ０ ２ － １ へ 出 力 さ れ 、 デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ に お い て 、 内 部 で 処 理 す る た め の 内 部 入 力 信
号 に デ コ ー ド さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ ） 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 デ コ ー ド さ れ た 内 部 入 力 信 号 は 、 デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ か ら 音 声 認 識 命 令 処 理 部 １ ０ ０ ３
－ １ へ 出 力 さ れ 、 音 声 認 識 命 令 処 理 部 １ ０ ０ ３ － １ に 入 力 さ れ た 内 部 入 力 信 号 は 、 音 声 認
識 命 令 処 理 部 １ ０ ０ ３ － １ 内 の 音 声 認 識 部 １ １ ０ １ に お い て 、 音 声 デ ー タ の 認 識 が 行 わ れ
る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ ） 。 音 声 認 識 に つ い て は 、 制 御 部 ２ ０ ７ に 予 め 命 令 と し て 設 定 さ れ て
い る 音 声 が 認 識 さ れ た 場 合 、 命 令 信 号 に 変 換 さ れ 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力
さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ ） 。 例 え ば 、 「 小 さ く 」 と い う 音 声 が 認 識 さ れ た 場 合 、 音 量 を 小
さ く す る 命 令 に 変 換 さ れ て 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ま た 、 音 声 認 識 部 １ １ ０ １ に お い て 命 令 信 号 に 変 換 さ れ な か っ た 音 声 デ ー タ に つ い て も
ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 な お 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ に つ い て も 、 ス テ ッ
プ Ｓ ４ ２ ～ Ｓ ４ ５ と 同 様 の 処 理 が 行 わ れ 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ へ 出 力 さ れ た 命 令 信 号 及 び 各 音 声 デ ー タ は 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ 内 の 各
命 令 処 理 部 ４ ０ １ － １ ～ ４ ０ １ － ｎ に 入 力 さ れ 、 そ れ ぞ れ 命 令 信 号 に 基 づ い て 、 そ の 音 声
デ ー タ が 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス ト リ ー ム 置 換 さ れ る デ ー タ か 、 入 力 さ れ た 音 声 デ ー
タ の 音 量 調 節 用 の デ ー タ か が 判 断 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ ） 。
【 ０ １ １ ３ 】
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　 ス ト リ ー ム 置 換 さ れ る デ ー タ で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 、 ス ト リ ー ム 置 換 部 ５ ０ １ に お い
て 、 音 声 デ ー タ が 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス ト リ ー ム 置 換 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ
れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ７ ） 。 ま た 、 音 量 調 節 用 の デ ー タ と 判 断 さ れ た 場 合 は 、 入 力 さ れ た 音
声 デ ー タ の 音 量 が 命 令 信 号 に よ り 調 節 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ８
） 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 ま た 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら そ れ ぞ れ 送 信 さ れ た 命 令 信 号 に つ い て は 、
ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ ～ Ｓ ４ ８ と 同 様 の 処 理 が 行 わ れ る こ と に よ り 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０
２ － ｎ か ら 送 信 さ れ た 命 令 信 号 に 基 づ い て 、 各 音 声 デ ー タ は 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス
ト リ ー ム 置 換 さ れ 、 ま た は 、 音 量 が 調 節 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 上 述 し た ス ト リ ー ム 置 換 さ れ た デ ー タ と 、 音 量 が 調 節 さ れ た 音 声 デ ー タ と が 、 合 成 部 ４
０ ２ に お い て 内 部 出 力 信 号 と し て 合 成 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ９ ） 、 エ ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ へ
出 力 さ れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 エ ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ に お い て 、 内 部 出 力 信 号 は 再 び 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 に エ ン コ ー ド
さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ） 、 送 信 部 ２ ０ ６ － １ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 送 信 部 ２ ０ ６ － １ に 入 力 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は 、 端 末 １ ０ ２ － １ に 送 信 さ れ （ ス
テ ッ プ Ｓ ５ １ ） 、 端 末 １ ０ ２ － １ に て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ ） 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 な お 、 音 声 認 識 命 令 解 読 部 １ ０ ０ ３ － ２ ～ １ ０ ０ ３ － ｎ に つ い て も 、 音 声 認 識 命 令 解 読
部 １ ０ ０ ３ － １ と 同 様 の 処 理 を 行 い 、 ま た 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － ２ ～ ２ ０ ４ － ｎ に つ い て も 、
ミ キ サ ２ ０ ４ － １ と 同 様 の 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
　 第 １ の 実 施 の 形 態 に 示 し た も の の よ う に 、 端 末 か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 を 送 信 し て 音 量 を 調 節
す る の で は な く 、 端 末 か ら の 音 量 の 変 化 量 に 基 づ い て 、 自 動 的 に 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節
す る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 １ ３ は 、 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お け る 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の 第 ４ の 実
施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 本 形 態 に お け る 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ は 、 図 ２ に 示 し た 中 継 制 御 装
置 １ ０ １ に お け る Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 検 出 命 令 処 理 部 ２ ０ ３ － １ ～ ２ ０ ３ － ｎ が 音 量 検 出 処 理 部
１ ３ ０ ３ － １ ～ １ ３ ０ ３ － ｎ に 置 き 換 わ っ た も の で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 図 １ ４ は 、 図 １ ３ に 示 し た 音 量 検 出 処 理 部 １ ３ ０ ３ － １ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、
音 量 検 出 処 理 部 １ ３ ０ ３ － ２ ～ １ ３ ０ ３ － ｎ に つ い て も 同 様 の 構 成 と す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 図 １ ４ に 示 す よ う に 音 量 検 出 処 理 部 １ ３ ０ ３ － １ は 、 入 力 さ れ た 内 部 入 力 信 号 の 音 声 デ
ー タ の 音 量 を 検 出 し 、 前 の 音 声 デ ー タ の 音 量 と の 差 分 を 計 算 し 、 そ の 計 算 の 結 果 に 基 づ い
て 音 声 デ ー タ の 音 量 の 調 節 を 行 う 命 令 を 出 力 す る 音 量 変 化 検 出 部 １ ４ ０ １ か ら 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 以 下 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 多
地 点 間 会 議 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 図 １ ５ は 、 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 示 し た 中 継 制 御 装
置 １ ０ １ を 用 い た 場 合 に お け る 多 地 点 間 会 議 方 法 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
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。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ま ず 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 し て い る 端 末 １ ０ ２ － １ か ら 音 声 ス ト リ ー ム が 送 信 さ れ る （
ス テ ッ プ Ｓ ６ １ ） 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 端 末 １ ０ ２ － １ か ら 送 信 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は 、 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の 受 信 部 ２
０ １ － １ に て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ ） 。 受 信 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は デ コ ー ダ
２ ０ ２ － １ へ 出 力 さ れ 、 デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ に お い て 、 内 部 で 処 理 す る た め の 内 部 入 力 信
号 に デ コ ー ド さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ ） 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 デ コ ー ド さ れ た 内 部 入 力 信 号 は 、 デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ か ら 音 量 検 出 処 理 部 １ ３ ０ ３ － １
へ 出 力 さ れ 、 音 量 検 出 処 理 部 １ ３ ０ ３ － １ に 入 力 さ れ た 内 部 入 力 信 号 は 、 音 量 検 出 処 理 部
１ ３ ０ ３ － １ 内 の 音 量 変 化 検 出 部 １ ４ ０ １ に お い て 、 音 量 が 検 出 さ れ 、 前 の 音 声 デ ー タ の
音 量 と の 差 分 が 計 算 さ れ 、 計 算 さ れ た 差 分 値 が 制 御 部 ２ ０ ７ に 予 め 設 定 さ れ て い る 条 件 を
満 た し て い る か 判 断 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ４ ） 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 音 量 変 化 検 出 部 １ ４ ０ １ に お い て 検 出 さ れ た 差 分 値 が 、 制 御 部 ２ ０ ７ に 予 め 設 定 さ れ て
い る 条 件 を 満 た し て い る と 判 断 さ れ た 場 合 、 そ の 条 件 に 基 づ き 変 換 さ れ た 命 令 信 号 と 、 音
声 デ ー タ と が ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ま た 、 音 量 変 化 検 出 部 １ ４ ０ １ に お い て 検 出 さ れ た 差 分 値 が 、 制 御 部 ２ ０ ７ に 予 め 設 定
さ れ て い る 条 件 を 満 た し て い な い と 判 断 さ れ た 音 声 デ ー タ に つ い て も ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～
２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 な お 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ に つ い て も 、 ス テ ッ
プ Ｓ ６ ２ ～ Ｓ ６ ４ と 同 様 の 処 理 が 行 わ れ 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ へ 出 力 さ れ た 命 令 信 号 及 び 各 音 声 デ ー タ は 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ 内 の 各
命 令 処 理 部 ４ ０ １ － １ ～ ４ ０ １ － ｎ に 入 力 さ れ 、 そ れ ぞ れ 命 令 信 号 に 基 づ い て 、 そ の 音 声
デ ー タ が 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス ト リ ー ム 置 換 さ れ る デ ー タ か 、 入 力 さ れ た 音 声 デ ー
タ の 音 量 調 節 用 の デ ー タ か が 判 断 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ５ ） 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 ス ト リ ー ム 置 換 さ れ る デ ー タ で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 、 ス ト リ ー ム 置 換 部 ５ ０ １ に お い
て 、 音 声 デ ー タ が 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス ト リ ー ム 置 換 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ
れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ６ ） 。 ま た 、 音 量 調 節 用 の デ ー タ と 判 断 さ れ た 場 合 は 、 入 力 さ れ た 音
声 デ ー タ の 音 量 が 命 令 信 号 に よ り 調 節 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ７
） 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 ま た 、 条 件 を 満 た し て い な い と 判 断 さ れ た 音 声 デ ー タ に つ い て は 、 音 量 が 調 節 さ れ ず に
合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 ま た 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら そ れ ぞ れ 送 信 さ れ た 命 令 信 号 に つ い て は 、
ス テ ッ プ Ｓ ６ ５ ～ Ｓ ６ ７ と 同 様 の 処 理 が 行 わ れ る こ と に よ り 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０
２ － ｎ か ら 送 信 さ れ た 命 令 信 号 に 基 づ い て 、 各 音 声 デ ー タ は 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス
ト リ ー ム 置 換 さ れ 、 ま た は 、 音 量 が 調 節 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 上 述 し た ス ト リ ー ム 置 換 さ れ た デ ー タ 、 音 量 が 調 節 さ れ た 音 声 デ ー タ 、 及 び 条 件 を 満 た
し て い な い と 判 断 さ れ た た め に 音 量 が 調 節 さ れ な か っ た 音 声 デ ー タ が 、 合 成 部 ４ ０ ２ に お
い て 内 部 出 力 信 号 と し て 合 成 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ８ ） 、 エ ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ へ 出 力 さ れ
る 。
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【 ０ １ ３ ７ 】
　 エ ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ に お い て 、 内 部 出 力 信 号 は 再 び 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 に エ ン コ ー ド
さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ９ ） 、 送 信 部 ２ ０ ６ － １ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 送 信 部 ２ ０ ６ － １ に 入 力 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は 、 端 末 １ ０ ２ － １ に 送 信 さ れ （ ス
テ ッ プ Ｓ ７ ０ ） 、 端 末 １ ０ ２ － １ に て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ １ ） 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 な お 、 音 量 検 出 処 理 部 １ ３ ０ ３ － ２ ～ １ ３ ０ ３ － ｎ に つ い て も 、 音 量 検 出 処 理 部 １ ３ ０
３ － １ と 同 様 の 処 理 を 行 い 、 ま た 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － ２ ～ ２ ０ ４ － ｎ に つ い て も 、 ミ キ サ ２
０ ４ － １ と 同 様 の 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 （ 第 ５ の 実 施 の 形 態 ）
　 第 １ の 実 施 の 形 態 に 示 し た も の に 、 音 量 を 調 節 す る 時 間 を 制 限 す る 構 成 を 付 加 す る こ と
も 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 図 １ ６ は 、 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お け る 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の 第 ５ の 実
施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 本 形 態 に お け る 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ は 、 図 ２ に 示 し た も の に 対 し
て 、 制 御 部 ２ ０ ７ に 音 量 を 制 御 す る た め の タ イ マ １ ６ ０ ２ が 接 続 さ れ て い る 点 が 異 な る も
の で あ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 以 下 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 多
地 点 間 会 議 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 図 １ ７ は 、 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に 図 １ ６ に 示 し た 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ を
用 い た 場 合 に お け る 多 地 点 間 会 議 方 法 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 ま ず 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 し て い る 端 末 １ ０ ２ － １ か ら 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２
－ ｎ の 音 量 を 調 節 す る た め の Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 音 声 ス ト リ ー ム に 重 畳 さ れ て 送 信 さ れ る （ ス
テ ッ プ Ｓ ８ １ ） 。 こ こ で 、 端 末 １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ｎ の ど の キ ー を 押 す と 、 ど の 端 末 １
０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら の 音 量 を ど の よ う に 調 節 で き る か が 、 予 め シ ス テ ム 全 体 で 決 め
ら れ て お り 、 制 御 部 ２ ０ ７ 内 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 端 末 １ ０ ２ － １ か ら 送 信 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は 、 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の 受 信 部 ２
０ １ － １ に て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ２ ） 。 受 信 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は デ コ ー ダ
２ ０ ２ － １ へ 出 力 さ れ 、 デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ に お い て 、 内 部 で 処 理 す る た め の 内 部 入 力 信
号 に デ コ ー ド さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ３ ） 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 デ コ ー ド さ れ た 内 部 入 力 信 号 は 、 デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部
２ ０ ３ － １ へ 出 力 さ れ 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １ に 入 力 さ れ た 内 部 入 力 信
号 は 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １ 内 の Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 部 ３ ０ １ に お い て 、
通 常 の 音 声 デ ー タ か Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 か が 判 断 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ４ ） 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 部 ３ ０ １ に お い て Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 で あ る と 判 断 さ れ た 信 号 は 、 命 令 解 読
部 ３ ０ ２ へ 出 力 さ れ 、 命 令 解 読 部 ３ ０ ２ に お い て 、 制 御 部 ２ ０ ７ に 予 め 設 定 さ れ た 内 容 に
基 づ い て 命 令 が 解 読 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ５ ） 、 解 読 さ れ た 内 容 が 命 令 信 号 と し て ミ キ サ ２
０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。 一 方 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 部 ３ ０ １ に お い て 音 声 と 判
断 さ れ た 音 声 デ ー タ も 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。 な お 、 他 の 端 末 １
０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら 送 信 さ れ た 音 声 デ ー タ に つ い て も 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ２ ～ Ｓ ８ ５ と
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同 様 の 処 理 が 行 わ れ 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ へ 出 力 さ れ た 命 令 信 号 及 び 各 音 声 デ ー タ は 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ 内 の 命
令 処 理 部 ４ ０ １ － １ ～ ４ ０ １ － ｎ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 次 に 、 入 力 さ れ た 命 令 信 号 に 基 づ い た 命 令 が 、 実 行 さ れ る 時 間 内 に あ る か ど う か を 判 断
す る タ イ マ １ ６ ０ ２ が 起 動 中 か ど う か 判 断 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ６ ） 。 起 動 中 で な い 場 合
、 制 御 部 ２ ０ ７ に よ っ て タ イ マ １ ６ ０ ２ が 起 動 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ７ ） 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 タ イ マ １ ６ ０ ２ が 起 動 中 で あ る 場 合 、 そ の 命 令 が 予 め 決 め ら れ た 命 令 実 行 可 能 時 間 内 で
あ る か ど う か が 判 断 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ８ ） 、 時 間 外 で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 は 、 タ イ マ
１ ６ ０ ２ が 停 止 さ れ 、 入 力 さ れ た 音 声 デ ー タ は そ の ま ま 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る （ ス テ
ッ プ Ｓ ８ ９ ） 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ８ に お い て 、 時 間 内 で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 は 、 そ れ ぞ れ 命 令 信 号
に 基 づ い て 、 そ の 音 声 デ ー タ が 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス ト リ ー ム 置 換 さ れ る デ ー タ か
、 入 力 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 調 節 用 の デ ー タ か が 判 断 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ） 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 ス ト リ ー ム 置 換 さ れ る デ ー タ で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 、 ス ト リ ー ム 置 換 部 ５ ０ １ に お い
て 、 音 声 デ ー タ が 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス ト リ ー ム 置 換 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ
れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ １ ） 。 ま た 、 音 量 調 節 用 の デ ー タ と 判 断 さ れ た 場 合 は 、 入 力 さ れ た 音
声 デ ー タ の 音 量 が 命 令 信 号 に よ り 調 節 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ２
） 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 ま た 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら そ れ ぞ れ 送 信 さ れ た 命 令 信 号 に つ い て は 、
ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ～ Ｓ ９ ２ と 同 様 の 処 理 が 行 わ れ る こ と に よ り 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０
２ － ｎ か ら 送 信 さ れ た 命 令 信 号 に 基 づ い て 、 各 音 声 デ ー タ は 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス
ト リ ー ム 置 換 さ れ 、 ま た は 、 音 量 が 調 節 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 上 述 し た ス ト リ ー ム 置 換 さ れ た デ ー タ 、 音 量 が 調 節 さ れ た 音 声 デ ー タ 、 及 び ス テ ッ プ Ｓ
８ ８ に お い て 時 間 外 と 判 断 さ れ て そ の ま ま 出 力 さ れ た 音 声 デ ー タ が 、 合 成 部 ４ ０ ２ に お い
て 内 部 出 力 信 号 と し て 合 成 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ３ ） 、 エ ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ へ 出 力 さ れ る
。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 エ ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ に お い て 、 内 部 出 力 信 号 は 再 び 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 に エ ン コ ー ド
さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ４ ） 、 送 信 部 ２ ０ ６ － １ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 送 信 部 ２ ０ ６ － １ に 入 力 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は 、 端 末 １ ０ ２ － １ に 送 信 さ れ （ ス
テ ッ プ Ｓ ９ ５ ） 、 端 末 １ ０ ２ － １ に て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ６ ） 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 な お 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 検 出 命 令 処 理 部 ２ ０ ３ － ２ ～ ２ ０ ３ － ｎ に つ い て も 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号
検 出 命 令 処 理 部 ２ ０ ３ － １ と 同 様 の 処 理 を 行 い 、 ま た 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － ２ ～ ２ ０ ４ － ｎ に
つ い て も 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ と 同 様 の 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 ま た 、 本 形 態 に お い て 示 し た タ イ マ １ ６ ０ ２ を 、 上 述 し た 第 １ ～ ４ の 実 施 の 形 態 に て 示
し た 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ に 適 用 す る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 （ 第 ６ の 実 施 の 形 態 ）
　 第 １ の 実 施 の 形 態 に 示 し た も の に 、 音 量 を 調 節 し た 状 況 を 端 末 に 通 知 す る 構 成 を 付 加 す
る こ と も 考 え ら れ る 。
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【 ０ １ ６ １ 】
　 図 １ ８ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム の 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の 第 ６ の
実 施 の 形 態 に お け る ミ キ サ ２ ０ ４ － １ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 こ こ で は 、 音 声 調 節 状 況 の
通 知 方 法 と し て 音 声 信 号 に 重 畳 し て 送 信 す る 例 を 示 し て い る 。 ま た 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － ２ ～
２ ０ ４ － ｎ に つ い て も 同 様 の 構 成 と す る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 図 １ ８ に 示 す よ う に 本 形 態 に お け る ミ キ サ ２ ０ ４ － １ は 、 図 ２ に 示 し た 中 継 制 御 装 置 １
０ １ の Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １ ～ ２ ０ ３ － ｎ か ら そ れ ぞ れ 出 力 さ れ た 命 令
信 号 に よ り 、 各 音 声 デ ー タ の 音 量 を 調 節 し て 出 力 す る 命 令 処 理 部 ４ ０ １ － １ ～ ４ ０ １ － ｎ
と 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １ ～ ２ ０ ３ － ｎ か ら そ れ ぞ れ 出 力 さ れ た 命 令 信
号 が 入 力 さ れ 、 入 力 さ れ た 命 令 信 号 を 、 端 末 １ ０ ２ － １ に 対 し て 音 声 調 節 状 況 を 通 知 す る
た め に 図 ２ に 示 し た 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の 制 御 部 ２ ０ ７ に 予 め 設 定 さ れ た 形 式 の 音 声 調 節
状 況 信 号 に 変 換 し て 出 力 す る 音 量 調 節 状 況 通 知 手 段 で あ る 命 令 信 号 通 知 部 １ ８ ０ １ と 、 命
令 処 理 部 ４ ０ １ － １ ～ ４ ０ １ － ｎ か ら 出 力 さ れ た 音 声 デ ー タ と 命 令 信 号 通 知 部 １ ８ ０ １ か
ら 出 力 さ れ た 音 声 調 節 状 況 信 号 と を 合 成 し て 内 部 出 力 信 号 と し て 出 力 す る 合 成 部 ４ ０ ２ と
か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 以 下 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム の 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る 多
地 点 間 会 議 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 図 １ ９ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に 図 １ ８ に 示 し た ミ キ サ ２ ０ ４
－ １ を 用 い た 場 合 に お け る 多 地 点 間 会 議 方 法 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 ま ず 、 多 地 点 間 会 議 に 参 加 し て い る 端 末 １ ０ ２ － １ か ら 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２
－ ｎ の 音 量 を 調 節 す る た め の Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 が 音 声 ス ト リ ー ム に 重 畳 さ れ て 送 信 さ れ る （ ス
テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ） 。 こ こ で 、 端 末 １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ｎ の ど の キ ー を 押 す と 、 ど の 端 末
１ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら の 音 量 を ど の よ う に 調 節 で き る か が 、 予 め シ ス テ ム 全 体 で 決
め ら れ て お り 、 制 御 部 ２ ０ ７ 内 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 端 末 １ ０ ２ － １ か ら 送 信 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は 、 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ の 受 信 部 ２
０ １ － １ に て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ） 。 受 信 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は デ コ ー
ダ ２ ０ ２ － １ へ 出 力 さ れ 、 デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ に お い て 、 内 部 で 処 理 す る た め の 内 部 入 力
信 号 に デ コ ー ド さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 デ コ ー ド さ れ た 内 部 入 力 信 号 は 、 デ コ ー ダ ２ ０ ２ － １ か ら Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部
２ ０ ３ － １ へ 出 力 さ れ 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １ に 入 力 さ れ た 内 部 入 力 信
号 は 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 ２ ０ ３ － １ 内 の Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 部 ３ ０ １ に お い て 、
通 常 の 音 声 デ ー タ か Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 か が 判 断 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ ） 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 部 ３ ０ １ に お い て Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 で あ る と 判 断 さ れ た 信 号 は 、 命 令 解 読
部 ３ ０ ２ へ 出 力 さ れ 、 命 令 解 読 部 ３ ０ ２ に お い て 、 制 御 部 ２ ０ ７ に 予 め 設 定 さ れ た 内 容 に
基 づ い て 命 令 が 解 読 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ ） 、 解 読 さ れ た 内 容 が 命 令 信 号 と し て ミ キ サ
２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。 一 方 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 部 ３ ０ １ に お い て 音 声 と
判 断 さ れ た 音 声 デ ー タ も 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る 。 な お 、 他 の 端 末
１ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら 送 信 さ れ た 命 令 デ ー タ 及 び 音 声 デ ー タ に つ い て も 、 ス テ ッ プ
Ｓ １ ０ ２ ～ Ｓ １ ０ ５ と 同 様 の 処 理 が 行 わ れ 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ へ 出 力 さ れ る
。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ へ 出 力 さ れ た 各 命 令 信 号 及 び 各 音 声 デ ー タ は 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ 内 の
各 命 令 処 理 部 ４ ０ １ － １ ～ ４ ０ １ － ｎ に 入 力 さ れ 、 そ れ ぞ れ 命 令 信 号 に 基 づ い て 、 そ の 音
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声 デ ー タ が 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス ト リ ー ム 置 換 さ れ る デ ー タ か 、 入 力 さ れ た 音 声 デ
ー タ の 音 量 調 節 用 の デ ー タ か が 判 断 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ） 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 ま た 、 各 命 令 信 号 に つ い て は 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ 内 の 命 令 信 号 通 知 部 １ ８ ０ １ に 入 力 さ
れ 、 命 令 信 号 通 知 部 １ ８ ０ １ に お い て 各 命 令 信 号 に 基 づ い て 行 っ た 音 量 調 節 状 況 を 端 末 １
０ ２ － １ に 通 知 す る た め の 形 式 に 変 換 さ れ 、 音 声 調 節 状 況 信 号 と し て 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力
さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ ） 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て 、 ス ト リ ー ム 置 換 さ れ る デ ー タ で あ る と 判 断 さ れ た 場
合 、 ス ト リ ー ム 置 換 部 ５ ０ １ に お い て 、 音 声 デ ー タ が 無 音 デ ー タ や 別 の デ ー タ へ ス ト リ ー
ム 置 換 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ ） 。 ま た 、 音 量 調 節 用 の デ ー
タ と 判 断 さ れ た 場 合 は 、 入 力 さ れ た 音 声 デ ー タ の 音 量 が 命 令 信 号 に よ り 調 節 さ れ 、 合 成 部
４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ９ ） 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 ま た 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら そ れ ぞ れ 送 信 さ れ た 命 令 信 号 に つ い て は 、
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ， Ｓ １ ０ ８ ， Ｓ １ ０ ９ と 同 様 の 処 理 が 行 わ れ る こ と に よ り 、 他 の 端 末 １
０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら 送 信 さ れ た 命 令 信 号 に 基 づ い て 、 各 音 声 デ ー タ は 無 音 デ ー タ や
別 の デ ー タ へ ス ト リ ー ム 置 換 さ れ 、 ま た は 、 音 量 が 調 節 さ れ 、 合 成 部 ４ ０ ２ へ 出 力 さ れ る
。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 上 述 し た 音 声 調 節 状 況 信 号 、 ス ト リ ー ム 置 換 さ れ た デ ー タ 、 及 び 音 量 が 調 節 さ れ た 音 声
デ ー タ が 、 合 成 部 ４ ０ ２ に お い て 内 部 出 力 信 号 と し て 合 成 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ ） 、 エ
ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 エ ン コ ー ダ ２ ０ ５ － １ に お い て 、 内 部 出 力 信 号 は 再 び 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 に エ ン コ ー ド
さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ ） 、 送 信 部 ２ ０ ６ － １ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 送 信 部 ２ ０ ６ － １ に 入 力 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム 信 号 は 、 端 末 １ ０ ２ － １ に 送 信 さ れ （ ス
テ ッ プ Ｓ １ １ ２ ） 、 端 末 １ ０ ２ － １ に て 受 信 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ３ ） 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 な お 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 検 出 命 令 処 理 部 ２ ０ ３ － ２ ～ ２ ０ ３ － ｎ に つ い て も 、 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号
検 出 命 令 処 理 部 ２ ０ ３ － １ と 同 様 の 処 理 を 行 い 、 ま た 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － ２ ～ ２ ０ ４ － ｎ に
つ い て も 、 ミ キ サ ２ ０ ４ － １ と 同 様 の 処 理 を 行 う 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 以 下 に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ に お い て 説 明 し た 音 量 調 節 状 況 の 通 知 方 法 に つ い て 、 詳 細 に
説 明 す る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 上 述 し た 例 で は 、 現 在 の 音 量 調 節 状 況 が 端 末 １ ０ ２ － １ へ 音 声 に よ っ て 通 知 さ れ る 例 を
示 し た 。 例 え ば 、 端 末 １ ０ ２ － １ が ミ ュ ー ト 状 態 に 設 定 さ れ て い る 場 合 に 、 命 令 信 号 通 知
部 １ ８ ０ １ に お い て ミ ュ ー ト 状 態 と い う 命 令 信 号 が ピ ッ と い う 音 等 の 特 定 の 音 へ 変 換 さ れ
、 合 成 部 ４ ０ ２ に お い て 通 常 の 音 声 デ ー タ に 合 成 さ れ て 送 信 さ れ る こ と に よ り 、 現 在 の 音
量 調 節 状 況 を 端 末 １ ０ ２ － １ に 通 知 す る こ と が で き る 。 特 定 の 音 で な く て も 、 音 楽 が 合 成
さ れ て 通 知 さ れ る も の で も 良 い 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 ま た 、 数 種 類 の 音 や 音 楽 を 使 用 す る こ と に よ り 、 端 末 １ ０ ２ － １ の 音 量 調 節 状 況 だ け で
な く 、 端 末 １ ０ ２ － １ に よ っ て 設 定 さ れ た 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ の 音 量 調 節 状
況 や 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ に よ っ て 設 定 さ れ た 自 端 末 １ ０ ２ － １ の 音 量 調 節
状 況 が 通 知 さ れ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 音 声 に よ る 音 量 調 節 状 況 の 通 知 で は 、 通 知 す る 音 量 調 節 状 況 の 数 が 多 い 場 合 、 識 別 が 容
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易 で は な く な る た め 、 映 像 に よ る 通 知 を 行 う こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 例 え ば 、 端 末 １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ｎ に 映 像 ス ト リ ー ム 機 能 が 具 備 さ れ て い る 場 合 、 端
末 １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ｎ の そ れ ぞ れ の 音 量 調 節 状 況 が 、 ア イ コ ン 、 文 字 列 や 記 号 等 が 画
面 の 一 部 に 表 示 さ れ る こ と に よ り 通 知 が 行 わ れ る 。 ア イ コ ン 、 文 字 列 や 記 号 等 は 、 半 透 明
の 表 示 で も 良 い 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 ま た 、 あ る 閾 値 が 設 定 さ れ る こ と に よ り 、 音 量 が 閾 値 よ り も 大 き な 場 合 は 画 面 の 一 部 を
明 る く し た り 、 音 量 が 閾 値 よ り も 小 さ な 場 合 は 画 面 の 一 部 を 暗 く し た り と い っ た 輝 度 の 変
化 に よ る 通 知 も 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 映 像 に よ る 通 知 は 、 音 声 に よ る 通 知 に 比 べ て 、 多 く の 情 報 を 表 示 で き る た め 、 自 端 末 １
０ ２ － １ か ら の 設 定 に よ る 音 量 調 節 状 況 の ほ か に 、 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら
の 設 定 に よ る 音 量 調 節 状 況 に つ い て も 通 知 が 可 能 と な る 。 そ の た め 、 各 端 末 １ ０ ２ － １ ～
１ ０ ２ － ｎ に お い て 認 識 が 音 声 に よ る 通 知 に 比 べ て 容 易 と な る 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 図 ２ ０ は 、 図 ２ に 示 し た 中 継 制 御 装 置 １ ０ １ に お け る 制 御 部 ２ ０ ７ に お い て 、 音 量 調 節
状 況 の 通 知 方 法 を 判 断 す る 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 制 御 部 ２ ０ ７ に お い て 、 音 量 調 節 状 況 を 各 端 末 １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ｎ へ 通 知 す る 通 知
方 法 が 判 断 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ １ ） 。 制 御 部 ２ ０ ７ に お け る 判 断 基 準 は 、 通 知 対 象 の
端 末 や 接 続 さ れ て い る 端 末 の 数 等 に よ っ て 判 断 す る プ ロ グ ラ ム を 制 御 部 ２ ０ ７ に 予 め 格 納
し て お き 、 そ の プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て 行 う も の で も 良 い し 、 各 端 末 １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ －
ｎ か ら 予 め 申 請 さ れ た 通 知 方 法 が 制 御 部 ２ ０ ７ に 設 定 さ れ て お り 、 そ の 設 定 内 容 に 基 づ い
て 行 う も の で も 良 い 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 制 御 部 ２ ０ ７ に お い て 、 音 声 通 知 で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 は 、 音 量 調 節 状 況 が 音 声 に よ
っ て 通 知 さ れ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ２ ） 、 映 像 通 知 で あ る と 判 断 さ れ た 場 合 は 、 音 量 調 節 状 況
が 映 像 に よ っ て 通 知 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ３ ） 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 ま た 、 音 声 に よ る 通 知 と 映 像 に よ る 通 知 が 共 存 す る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 ま た 、 本 形 態 に て 説 明 し た ミ キ サ ２ ０ ４ － １ を 、 第 １ ～ ５ の 実 施 の 形 態 に 示 し た 中 継 制
御 装 置 １ ０ １ に も 適 用 で き る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 な お 、 上 述 し た 第 １ ～ ６ の 実 施 の 形 態 に お い て 説 明 し た 多 地 点 間 会 議 方 法 で は 、 端 末 １
０ ２ － １ か ら 他 の 端 末 １ ０ ２ － ２ ～ １ ０ ２ － ｎ の 音 量 を 調 節 す る 処 理 を 示 し た が 、 例 え ば
、 端 末 １ ０ ２ － ２ か ら 端 末 １ ０ ２ － １ ， １ ０ ２ － ３ ～ １ ０ ２ － ｎ と い っ た よ う に 、 お 互 い
の 端 末 か ら の 設 定 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 端 末 １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ｎ か ら 、 自 端 末 ま た は
他 の 端 末 へ 出 力 す る 音 量 を 調 節 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ９ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム の 実 施 の 一 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お け る 中 継 制 御 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た 中 継 制 御 装 置 に お け る Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部 の 構 成 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 し た 中 継 制 御 装 置 に お け る ミ キ サ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 し た 命 令 処 理 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ ～ ５ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お け る 多 地 点 間 会 議 方 法 を 説 明 す る た
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め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お け る 中 継 制 御 装 置 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ に 示 し た 音 声 検 出 処 理 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 し た 中 継 制 御 装 置 を 用 い
た 場 合 に お け る 多 地 点 間 会 議 方 法 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お け る 中 継 制 御 装 置 の 第 ３ の 実 施 の 形 態
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 し た 音 声 認 識 命 令 解 読 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に 図 １ ０ 及 び 図 １ １ に 示 し た 中 継 制 御 装 置
を 用 い た 場 合 に お け る 多 地 点 間 会 議 方 法 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お け る 中 継 制 御 装 置 の 第 ４ の 実 施 の 形 態
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ に 示 し た 音 量 検 出 処 理 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 示 し た 中 継 制 御 装 置
を 用 い た 場 合 に お け る 多 地 点 間 会 議 方 法 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に お け る 中 継 制 御 装 置 の 第 ５ の 実 施 の 形 態
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に 図 １ ６ に 示 し た 中 継 制 御 装 置 を 用 い た 場
合 に お け る 多 地 点 間 会 議 方 法 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム の 中 継 制 御 装 置 の 第 ６ の 実 施 の 形
態 に お け る ミ キ サ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た 多 地 点 間 会 議 シ ス テ ム に 図 １ ８ に 示 し た ミ キ サ を 用 い た
場 合 に お け る 多 地 点 間 会 議 方 法 を 説 明 す る た め の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 ２ に 示 し た 中 継 制 御 装 置 に お け る 制 御 部 に お い て 、 音 量 調 節 状 況 の 通 知 方 法
を 判 断 す る 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ９ １ 】
　 １ ０ １ 　 　 中 継 制 御 装 置
　 １ ０ ２ － １ ～ １ ０ ２ － ｎ 　 　 端 末
　 ２ ０ １ － １ ～ ２ ０ １ － ｎ 　 　 受 信 部
　 ２ ０ ２ － １ ～ ２ ０ ２ － ｎ 　 　 デ コ ー ダ
　 ２ ０ ３ － １ ～ ２ ０ ３ － ｎ 　 　 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 命 令 解 読 部
　 ２ ０ ４ － １ ～ ２ ０ ４ － ｎ 　 　 ミ キ サ
　 ２ ０ ５ － １ ～ ２ ０ ５ － ｎ 　 　 エ ン コ ー ダ
　 ２ ０ ６ － １ ～ ２ ０ ６ － ｎ 　 　 送 信 部
　 ２ ０ ７ 　 　 制 御 部
　 ３ ０ １ 　 　 Ｄ Ｔ Ｍ Ｆ 信 号 抽 出 部
　 ３ ０ ２ 　 　 命 令 解 読 部
　 ４ ０ １ － １ ～ ４ ０ １ － ｎ 　 　 命 令 処 理 部
　 ４ ０ ２ 　 　 合 成 部
　 ５ ０ １ 　 　 ス ト リ ー ム 置 換 部
　 ５ ０ ２ 　 　 音 量 制 御 部
　 ８ ０ １ 　 　 音 声 検 出 部
　 ９ ０ ３ － １ ～ ９ ０ ３ － ｎ 　 　 音 声 認 識 命 令 解 読 部
　 １ １ ０ １ 　 　 音 声 認 識 部
　 １ ３ ０ ３ － １ ～ １ ３ ０ ３ － ｎ 　 　 音 量 検 出 処 理 部
　 １ ４ ０ １ 　 　 音 量 変 化 検 出 部
　 １ ６ ０ ２ 　 　 タ イ マ
　 １ ８ ０ １ 　 　 命 令 信 号 通 知 部
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